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書評
大阪市大経済研究所編『経済学辞典』（第3版）
?
原 四 郎
I 
わが国でこれまで種々の経済学辞典が刊行されてきた。戦前では，明治後半に「経済大
辞典」（大西林五郎・石丸正誠著，弘文館・積文社，明治36年）や，すこしおくれて『商業
大辞書』，『経済大辞書』（ともに同文館）が， また昭和前期!)には「経済学辞典」（全3
巻『経済学全集」第56-58巻，塚本三吉編昭和7-8年，改造社）や「経済学大辞典」
（大阪商科大学経済研究所編，岩波書店，全7巻）などが出たが，戦後になって各種の経
済学辞典が一層さかんに刊行されるようになった。
現在出ているものには， (1)大きさからみて（イ）岩波書店の『小辞典経済学』2)のような
提携用のもの，（口）東洋経済新報社の『経済学大辞典』（全3巻， 1980年）のような図書館
や研究室にそなえつけておくもの， tヽ）その中間の，一冊で大型の中辞典，の3種があり，
(2)内容からみて（イ）理論を中心とした抽象度の高いもの，（口）現在の経済事情や制度の説
明を主にした応用的・具体的なもの，料その両面をともにふくんだものの3種があり，
(3)理論の性質からみて（イ）近代経済学的なもの，（口）マルクス経済学的なもの，料その
両方をともにふくんだものがある。
ここでありあげる大阪市大経済研究所編の『経済学辞典」は， (1)のH.(2)のy'),そし
て (3)のりに属するもので，いま刊行されている中辞典のなかでは最もボヒ°ラーなもの
1)この頃はマルクス主義が盛んだったから，経済学辞典よりもむしろ社会科学辞典の方
が歓迎されたようである。たとえば小辞典なら『社会科学辞典』，非凡閣，昭和9年），
大辞典なら「社会科学大辞典」（社会思想社編，改造社，昭和5年）など。
2)都留重人編， 1955年，第2版， 1987年。なお岩波小辞典にはこの「経済学」以外に脇
村義太郎・堀江薫雄編「経済用語」も出ている。小辞典では経済理論と経済事情をか
ねることは無理なのであろう。
161 
342 闊西大學「継清論集」第42巻第2号 (1992年6月）
の一つてあろう。この辞典の特色は，大学と出版社との共同作業として生れ，かつその共
同作業が長期にわたって継続していることである。大阪商大→大阪市大は，経済研究所の
他に経済学部と商学部（他に法学部や文学部など）を持つ綜合大学であり，岩波書店は学
術書， とくに辞典の作成には実績をもつ出版社である。経済学辞典は60年にわたるこの二
つの大学と出版社との協力の中で，まず大辞典が作られ (1930-1932,1936年追補1巻を
発行，索引をふくめ全7巻），つぎに小辞典 (1951年，増補版1956年）を刊行したあと，
中項目中心のこの小辞典の性格を踏襲した中辞典として本書の初版を1965年に出すという
風に，大・中・小の3種の辞典を結実させた。中辞典は初版発行後14年にして第2版を出
し(1979年），さらに1988年8月，研究所60周年を契機に，世界史の激変に応ずる改訂版
の準備がはじめられ，それがこの第3版として1992年3月に出現した。本書にはこうした
多年にわたる辞典作りの歴史と実績があるのである。なお第3版の編集は，浜田博男を委
員長とする研究所の所員10各があたった3)。
本書は， (1)凡例の 6で「マルクス経済学と近代経済学の双方に共通する項目は， 基本
的なものにかぎり， 1,2, で区別して，それぞれ独立の項目としてあつかった」とある通
り，たとえば経済学方法論1(見田石介），同2(根岸隆）；資本1(相沢秀一），同2(荒
憲治郎），貿易理論1(吉村正晴・中川信義），同2(伊藤元重），利潤1(遊部久蔵），同
2 (早坂忠）のように，マルクス経済学と近代経済学のそれぞれの立場からの執筆が並存
している。また (2)経済の理論的・歴史的項目が重視されていると同時に，現在の経済事
情， とりわけ財政・金融に関する制度的・技術的項目や，経営・会計・統計に関する項目
にもかなりの紙幅がさかれていることで，この辞典が (2)のいに属することは明らかで
ある。さらに (3)大・ 中・小の3項目のうちでは中項目を基本とし， 1ページを越える大
項目と50行未満の小項目をこれに配し，関連項目の指示や詳細な人名・事項索引（内容見
本によれば索引収載語数22,000)をつけて「読む辞典」と同時に「引く辞典」としても利用
しうるように工夫でてある。こうした三つの特色をもつ中辞典として，本書は更に (4)時
代の進展とともにある期間がくれば改訂版を出すという脱皮を経てきたという歴史をもっ
ているのである。それでは最新の第3版は， 従来の版にくらべてどう変ったのであろう
3)私は第1版に「賃銀基金説」，「賃銀鉄則説」，「J.S.ミル」を，第2版にはそのうえに
「天野為之」，「河上肇」，「経済・経済学」，「日本経済学史」，「必要労働・剰余労働」を
書いた。これらのうち第3版で「賃銀基金説」，「賃銀鉄則説」，「天野為之」が消えた。
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か。それをいくつかの側面から調べて見ることにしよう 4)。
n 
まずソ連・東欧の体制の変化が第3版にどう反映しているかを見よう。
第2版の「社会主義国民経済」のIソ連（野々村一雄）と1I東欧（竹浪祥一郎）にあた
る新項目として「ソ連経済」（奥田央）と「東欧経済」（佐藤経明）が設けられた。前者は
文献にソ連で発行されたものの他に CarrゃNoveのソ連研究があげられ，本文でもソ
連経済の発展の中のマイナス面 (1932~33年冬の飢饉で何百万の人命が奪われたこと，重
工業の急成長の影での燃料・金属部門の立ちおくれ，労働規律の低下を防ぐためさらに上
からの規律強化が進むという悪循環，スタ＿リン没後の経済改革が1970年代以降指令経済
の方向に逆転，ソ連はその間西欧の科学技術革新に決定的に後れをとるなど）が指摘され
ている。後者は， 1989年の東欧革命後は市民革命的過程を経た中欧グループと党内乃至軍
事クーデターによるバルカングループとで若干進路が異なるが， ともに1948,49年で確立
したソ連型閉鎖体制以前の状態，つまり混合経済・開放経済体制を指向する「市場経済移
行途上国」となっている状態を， 1990年現在の各国について紹介している。これらの項目
と関連するものとして，「社会主義経済モデル」「福田亘），「市場社会主義」（飯尾要）な
ども新設された。
「社会主義」の項は執筆者が副島種典から渓内謙に，「社会主義経済学」の項は，副島
種典から藤田整にかわった。「農業」の3ソ連と「農業集団化」とは第3版もやはり中山
弘正が執筆しているが，最近の状勢を補筆している。
「マルクス」，「レーニン」，「スターリン」に関してはどうか。「スタ＿リン」の野々村
一雄の項はほとんどかわっていない。「レーニン」は田中箕晴から和田春樹にかわった。
和田の， レーニンは「1922年病気の発作から一時回復した後には，社会主義は＜文明化さ
れた協同組合員の体制＞だという新しい社会主義像をもつにいたった。レーニン最後の斗
争とよばれるものがはじまるが，新しい考えで過去と現在を全面的に見直すところまで進
めず，力もつき，結局は敗北に終った」という結語は印象的である。
4)第2版は本文1385ページ索引128ページ，第3版は本文1371ページ，索引127ページで
全体の分抵はほとんど同じである。第3版へのまえがきによると，「第2版にくらベ
ると，割愛した項目は357項目，新しく追加した項目ならびに全面的に書きなおした
項目はあわせて495項目，……その結果，全項目数1583の8割をこえるほぽ全面的な
改訂増補となっている」。
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マルクス関連の項目を見よう。「マルクス」は第2版と同様佐藤金三郎が執筆している。
佐藤は「マルクス経済学」の前半や「プラン問題」も書いている（佐藤担当の「利潤率の
傾向的低下の法則」は第3版で置塩信雄にかわった）が，文献に若干の異同があるだけで
本文は同様である。「マルクス」の項に新しく加えられた文献5)に高須賀義博編『シンボ
ジウム＜資本論＞成立史J(1989年）があるが， その中での佐藤の注目すべき発言の内容
が，何らかのかたちで第3版で反映されているかもしれぬという期待はみたされなかっ
た。「マルクス経済学」の後半は第2版と同様星野中が執筆しているが，星野は第3版で
かなり加筆し， ヒルファディング以降のマルクス経済学の不毛性について＜国家独占資本
主義＞と＜全般的危機＞という二つの新しい規定との関連で論評していることが注目され
る。また新設された「現代マルクス経済学」（伊藤誠）はIl「西欧マルクス経済学の再生
と発展」の (3)「資本主義の危機と再編」の中で＜レギュラシオン派＞をあげ，「その先端
的モデルとして日本資本主義があげられていることも多いので，その面からも日本のマル
クス学派の国際的寄与が強く求められている」と書いているが，「レギュラシオン」を山
田鋭夫が執筆している。この二項目とともに置塩信雄執筆の「マルクスの基本定理」（森
嶋通夫の命名）もまた第3版で新設されたものである。
ところで第2版には独立項目としてあった「共産主義」（副島種典）は第3版ではなく
なり，共産主義のことは「社会主義」や「過渡期論」（斉藤稔）の中で言及されている。
共産主義は決してマルクスやレーニンにのみかかわるものではないのだから，共産主義を
思想史的に広い視野から論ずる項目が，「社会主義」とは別にあってもよいのではなかろ
うか。
直
「経済学辞典」が第3版で力を入れた問題として，環境問題と南北問題を見てみよう。
第3版では新しく設けられた「環境」という項目を吉良竜夫が書いている。吉良はそこ
で近年の環境問題の激化が＜地球環境＞という概念を生み出し，それが定着したことを強
調している。本書もそれをうけて2版にあった「環境問題」（西部邁）を「地球環境問題」
（竹内謙）にあらためた。竹内はそこで「典型的な＜地球環境問題＞」としてつぎの5つ
をあげている。 (1)地球温暖化， (2)オゾン層破壊， (3)酸性雨， (4)熱帯林の減少， (5)砂
5)文献の中に佐藤金三郎「＜資本論＞研究序説』， 岩波書店， 1990が加えられている。
本書は山田鋭夫の「資本主義領有法則」の文献では1990でなく「近刊」となっている
が， 1992年5月現在未刊である。
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漠化。
「公害」は第2版も第3版もともに宮本憲ーが書いているが，第3版で最近の状況につ
いてかなり補筆している。第2版で「公害問題は社会主義でも発生しているが， おそろ
く，この解決をめぐって体制の優劣が問われてくるであろう」とのみ書いている点が，第
3版ではつぎのようにさらにつつこんだ叙述となった。「先進工業国の中では．社会主義
国の公害がもっとも深刻である。これは公害防止技術のおくれなど生産力の低位によるも
のであるが，より根本的には官僚主義を生む生産システムや，公害反対の言論・集会・結
社の自由がないなどの民主主義のおくれにあった。今後市場制度の導入や民主化がすすむ
と思われるが，生産力の上昇を急げば，公害問題の解決はより困難となろう」6)。
「南北問題」は第2版の柳田侃から第3版で本多健吉にかわった。本多はこの項の最後
で，「198~に始まった東側世界の激動期は，以前の＜東西問題＞を溶解させ，その過程で，
南側諸国と同じ解決課題を抱える国々が南側世界に参入し始めたことによって，南北問題
は，いまや世界の最重要な問題となるに至っている」と結んでいることが注目される。本
多は「従属理論」をも新たに執筆している。また「国連貿易開発会議」（アンクリッド）
の項目を第2版で書き，第3版でそれにすこし加筆しているが，この問題に関し第3版で
は「新国際経済秩序」~田政則）や「プレビッシュ」（細野昭雄）が新たに加わった。
南北問題に関する理論としては第3版で新たに「経済開発」（渡辺利夫）．「開発経済論」
（村上敦），エマニュエルをあっかった「不等価交換論」（本山美彦），「世界システム論」
（川北稔）などがつけ加わった。また第三世界の経済事情については，「アフリカ経済」
（矢内原勝），「インド経済」（西口章雄），「中東経済」（長沢栄治），「東南アジア経済」
（末広昭），「都市問題（発展途上国）」（山崎春成）7)などの項目があつかう。これらはす
べて第3版で新設された項目であるB)。
6)環境問題については「公害」とともに「エネルギー経済学」（室田泰弘）や「食糧問
題」（唯足康彦）も参照されるべきであろう。
7)都市問題に力を入れているのは本書の特色の一つである。第3版てはこの項目の他，
「インナーシティ」（成田孝三）や「開発利益」（植田政孝）などが新たに加わった。
8) 「韓国経済」は第2版にもあるが，執筆者が隅谷三喜男から金泳鏑にかわった。なお
開発経済論に成果をあげている学者に石川滋がいる一一ーとくに labourabsorbtion 
を中心とするアジア農業論は有名一が，彼について「二重構造」の中で庄谷邦幸が
「石川滋は，今日の発展途上諸国にも戦後の日本のような傾斜をもった規模別賃金格
差が成立していることを実証した」とのべている。
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ここでは本辞典の人名について見よう。
独立項目となっている人名のうち外国人は，第3版では約170名に達する。大部分は経
済学者であるが，モルガン，デュボン，ロスチャイルドのような会社名でもある人物や，
シュミット，グーテンベルグ，ニクリッシュ，バーナードのような経営学・会計学者など
をもふくむが，その内容は第2版とくらべて大幅に入れかわった。すなわち第3版で独立
項目から消えたのは，アモン，オイケン，クナップ，クニース，グレー，ゴルツ，ゴット
ル，ゴルトシャイド，ジーベル，シュトルヒ，ストルーヴェ，スペンス，ダヴェナント，
テー ア， ドールトン，バスティア，ブレー，ボードー，ホーヴェルモ， レプゲ，ワーゲマ
ンなど20人を越えるが，独逸系の人々が多いのが目につく。このうちオイケンやゴットル
は巻末の人名索引でひろえるが， レプケはそれもないのはさびしい。
これに対して第3版で新たに独立項目となった人物には，経営学者のサイモン（土屋守
章），経営史家のチャンドラ（小林袈裟治）， トービン（浜田宏一），ナイト（猪木武徳），
ブキャナン（黒川和美），プレビッシュ（前出），アナール学派のプローデル（二宮宏之），
財政学者ペックマン（馬場義久），ルイス（本山美彦），正義論のロールズ（大野忠男）の
10名である。なお同一人物でもジェボンス（山田雄三→井上琢智）やプレハーノフ（田中
箕晴→和田春樹）やレーニン（田中艘晴→和田春樹）のように執筆者がかわったことも
ある。
日本人名を見よう。 26名はみな明治以後の経済学者で，安井琢磨をのぞけばすべて物故
者である。第3版で新しく加わった人物は，有沢広巳（中村隆英），大内兵衛（林健久），
大河内一男（兵藤剣），久留間鮫造（大谷禎之介），向坂逸郎（小島恒久），柴田敬（根岸
隆），東畑精ー（川野重任），中山伊知郎（早坂忠），服部之線（石井寛治）の9名で，第
2版出版 (1979年）以後物故した人々である。また第2版にあった人物で今回消えたのは
天野為之（杉原四郎）と金井延（隅谷三喜男）の2名である9)。この2名については「日
本経済学史」（杉原四郎）の中で関説されている。
「日本経済学史」は神田孝平からはじまり，維新以前はあっかっていない。「幕藩体制」
9)ボールグレーヴの『経済学辞典』は1987年版を出した (TheNew Pa/grave : A 
Dictionary of Economics, Macmillan-Maruzen)が，その際日本人の経済学者がは
じめて数名独立項目として登場した。それを『経済学辞典」でとりあげられた人々とく
らべると．宇野弘蔵(T.Sekine)と柴田敬(S.Sugihara)とは二つに共通しているが．
ポールグレーヴにとりあげられた青山秀夫 (M.Saito)と都留重人(T.Nakauchi)と
は，『経済学辞典』には，独立項目としてはもとより，人名索引にもでてこない。
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（永原慶二）や「天保改革」（岡本良一）も基礎過程のみをあつかい思想史的叙述はない。
したがって本書には三浦梅園や本多利明や石田梅岩や安藤昌益や二宮尊徳らは一切登場し
ない。徳川時代の経済思想史については，何らかのかたちでとりあっかわれるように将来
考慮さるべきであろう。
IV 
以上『経済学辞典」第3版が，どのように第2版以後の発展（理論の発展と現実の発
展）に即応した改訂をしたかを，私の興味をひく分野について見てきたが，その限りでも
今度の改版が相当の成果をあげていることがわかる。
近代経済学の理論的発展についても，「暗黙的契約の理論」（小泉進）10), 「不均衡理論」
（岩井克人）や「合理的期待仮説」（武藤恭彦）や「マネタリズム」（原正彦）や「新自由
主義」（古賀勝次郎）など，多くの新項目が用意されている。その他私の印象にのこった
新しい諸項目をいくつかあげると，「経済人類学」（吉沢英成），「プロト工業化」（斉藤
修），「国際労働力移動」（森田桐郎），「技術論争」（仲村政文），「資本主義的領有法則」（山
田鋭夫），「資本の文明化作用」（中川信義），「スコットランド啓蒙」（田中秀夫）11), などで
ある。また「協同組合」（三輪昌男）は〔文献〕をもふくめて大幅に増補修正され，とくに
]I「展望」で「組織体的強化に努めるとき，協同組合は現代資本主義や社会主義の諸矛盾
を打開する展望をもちうる」とのべ，その「萌芽」として， (1)日本の地城生活協同組合の
多様な活動， (2)ワーカーズコープ一生産協同組合を核とする地域社会建設の国際的ひろ
がり， (3)ソ連のペレストロイカのなかでの協同組合の根本的見直しの動きの 3点をあげて
いるのが注目される。
最後に，人名索引のJ.S.ミルの項 (1448ベージ）について一言しておこう。
10)ここでとりあげられている「取引費用の経済学」の提唱者ウィリアムソンのことは，
「企業成長モデル」（瀬岡吉彦」，「企業組織の理論」（青木昌彦），「取引費用理論」（浅
沼万里）などでも論じられている。この 3項目も第3版で新設された。
11)私がかつて本誌（第17巻第3号， 1967年9月）で紹介した『教養経済学辞典」（青林
書院新社， 1967年）には「スコットランド歴史学派」という項目があり，それが1980
年に出た新版（『経済学辞典」と改名された）では「近年，概念内容を拡張して，『ス
コットランド啓蒙」という＜くり方もよくおこなわれるようになった」と補筆され
た。本書はこの「スコットランド啓蒙」を，おそらくわが国の辞典としては最初に，
項目としてとりあげたものであろう。
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ミルのように重要な項目で，出てくる箇所が多岐にわたる場合には，本書の人名索引では
参照箇所を二種にわけ， (1)独立項目をしてあがっている箇所（ゴチックで表示）と軽く
ふれられている箇所， (2)どういうテーマで出てくるかを付記してその箇所をしめす（例え
ば「ミルと関税論」という風に）のと二種にわける。これは読者に親切な方法であるが，
ミルの名が出てくる箇所を， (1)でそのページ数だけあげるか， (2)でテーマを付記してあ
げるか，どちらにするかは判断を要する。第2版の索引では「ミルとリカード」，「ミルと
土地国有論」は(2)の取扱いだったのが，第3版ではなぜか(1)になった。また「ケンブリッ
ジ学派」が執筆者の変更（末永隆甫→菱山泉）のためそこにミルが登場して彼の定常状態
論が紹介されているが，その箇所は(1)のあつかいでページ数のみ出されている。しかしす
でに(2)に「ミルと定常状態」の項があり，その箇所に「ミルと定常状態」という項目にで
てくるミルのページ数があげられているのだから；そこへあわせて367というページも記
した方がよくはないか。また第3版で新しく加わった「交益企業」（佐々木弘）の中に，
ミルの＜実際上の独占＞という概念が紹介されており，これは (1)のあっかいでページ数
のみの表示だが，「学史的記述を重視」する（内容見本にある五大特色の一つ）のが本書
の特色なら，この箇所は(2)のあつかいにしてもよいのではなかろうか。なお「国際価値論
争」（中川信義）や「功利主義」（山下博）や「チェルヌイシェフスキー」（石川郁男）や
「日本経済学史」（杉原四郎）や，「マーシャル」（末永隆甫）の中にも当然ミルは出てくる
が，これらの箇所(409,416,870, 1032, 1230ページ）は人名索引から全く脱落している。
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